


献
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平成９年５月８日臨時会

新体制のもとで
開かれた議会をめざサ

あいさつ

一議会広報編集委員会、議長に聞く一

■盲；；＝１’．’　　　　　　　　　　　　　　　　・

・

議長
　石原

広
報
委
員
会
　
平
成
９
年
度
は
、

ど
の
よ
う
な
議
会
運
営
を
な
さ

れ
る
つ
も
り
で
す
か
。

議
長
　
町
長
に
お
か
れ
て
は
、

活
活
西
桂
建
設
を
提
唱
さ
れ
て

３
年
目
と
な
り
、
現
在
、
三
ツ

峠
周
辺
整
備
事
業
な
ど
の
具
体

的
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
が
住
民
の
福
祉
と
生

活
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ

う
、
住
民
の
意
向
を
ふ
ま
え
た

■

’；

由

副議長

前田巳智男

　
去
る
５
月
８
日
の
臨
時
町
議

会
に
お
い
て
、
小
林
隆
芳
副
議

長
の
辞
職
に
伴
う
選
挙
に
あ
た

り
、
計
ら
ず
も
不
肖
私
が
そ
の

要
職
に
推
薦
を
受
け
就
任
い
た

し
ま
し
た
こ
と
は
私
の
光
栄
と

審
議
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
常
任
委
員
会
及

び
議
会
運
営
委
員
会
に
二
一
一
冒
。

議
長
　
議
会
運
営
上
、
町
の
意

思
決
定
の
場
は
本
会
議
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
質
審
議
は
常

任
委
員
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
に
任
さ
れ
た
案
件
の
審

議
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
意

向
を
十
分
調
査
の
上
で
行
う
こ

と
を
、
ま
た
議
会
運
営
委
員
会

に
は
、
適
切
な
運
営
方
法
の
提

案
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
広
報
委
員
会
は

条
例
設
置
と
な
り
、
今
後
、
町

民
と
議
会
の
架
け
橋
と
な
り
、

広
報
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
誠
心
誠
意
か
つ
公
正
に
西
桂

町
議
会
の
た
め
に
潭
身
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も
バ
ブ
ル
の

崩
壊
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、

累
積
赤
字
等
、
政
治
、
経
済
、

社
会
等
各
般
に
わ
た
っ
て
未
だ

経
験
の
な
い
難
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
か
か
る
重
大
な

議
長
　
住
民
の
広
報
と
し
て
、

住
民
に
理
解
さ
れ
る
紙
面
作
り

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
事
が
広
く
町
民
に
伝
わ
る

こ
と
が
、
住
民
に
開
か
れ
た
議

会
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
議
長
は
今
年
４

月
に
南
都
留
郡
町
村
議
会
議
長

会
々
長
、
５
月
に
山
梨
県
町
村

議
会
議
長
会
副
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
抱
負
を
；
目
。

議
長
　
南
都
留
郡
２
町
７
カ
村

の
振
興
と
議
会
の
活
性
化
に
役

立
て
る
よ
う
、
積
極
的
に
会
を

運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
県
町
村
議
長
会
で
は
、
研

修
を
通
じ
議
員
の
資
質
向
上
の

一
助
と
な
る
よ
う
、
会
長
を
補

佐
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
き
に
際
し
て
そ
の
職
責
の
大

き
さ
を
痛
感
い
た
す
次
第
で
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
住
み
よ
い
、

い
き
い
き
西
桂
町
の
進
展
を
推

進
し
、
町
民
各
位
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
同
僚
議
員
各
位
は
も
と
よ

り
町
民
各
位
の
ご
鞭
捷
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

＝
審
訟
案
件
：

［
報
告
］
４
件

承
認
－
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

＾
西
桂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
〕

○
所
得
割
・
た
ぱ
こ
税
の
税
率
改
正
、

　
そ
の
他
字
句
改
正

承
認
２
　
尊
決
処
分
事
項
の
報
告

＾
西
桂
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

○
県
補
助
金
要
綱
改
正
に
伴
う
改
正

承
認
３
　
專
決
処
分
事
項
の
報
告

＾
西
桂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
都
改
正
一

〇
課
税
限
度
額
５
３
万
円
へ
の
引
き

　
上
げ

丞
認
４
　
專
決
処
分
事
項
の
報
告

（
山
梨
県
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　
約
の
一
部
改
正
一

〇
字
句
訂
正

［
説
決
案
件
］
１
件

議
案
２
９
　
土
地
の
取
得

［
予
算
］
１
件

護
案
３
０
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
－
号
議
定

○
土
地
取
得
費
の
遁
加

４
月
２
８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◇
運
営
方
法
決
定

８
日
本
会
議
開
会

　
　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
　
◇
会
期
の
決
定

　
　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
一
承
認
１
－
４
、
議
案
２
９
，
３
０
一

　
　
　
一
括
説
明
－
一
括
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
　
本
会
議
休
憩

　
　
連
合
審
査
会

◇
付
託
議
案
審
査

　
　
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
↑

’２－



隣接地をカー場ツサ　　
ミ
、

５月臨時会運合審査会、議案審査まし追加取得

概
要
説
明
　
町
重
点
施
策
の
一

環
と
し
て
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
用
地
に
つ
い
て
地
権
者
に
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
「
建
設
用
地
の
隣

接
分
を
買
っ
て
欲
し
い
」
と
要

望
が
あ
り
、
２
筆
５
６
５
，
ｍ
増

の
用
地
変
更
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
取
得
総
面
積
が
５

千
３
９
６
空
ｍ
と
な
り
、
取
得
面

積
が
５
千
里
ｍ
を
こ
え
る
の
で
、

法
令
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
２
つ
の
土
地
の
う
ち
大
き

な
土
地
の
利
用
目
的
は
わ
か
る

が
、
小
さ
な
土
地
は
利
用
度
が

低
い
と
恩
う
が
。

町
長
答
　
将
来
的
な
構
想
の
中

で
は
小
さ
い
ほ
う
の
土
地
は
、

バ
ス
道
路
一
一
一
一
ツ
峠
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
一
に
あ
た
る
の
で
は

な
い
か
と
、
そ
れ
で
買
え
る
と

き
に
買
う
ほ
う
が
良
い
の
で
は

と
考
え
、
指
示
を
出
し
た
。

　
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
は
ー
年
中

通
し
て
利
用
者
が
あ
る
と
見
込

ま
れ
、
そ
の
中
に
は
合
宿
を
す

る
団
体
も
あ
る
の
で
、
冬
場
の

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
活
性
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
大
ぎ
な
ほ
う
の
土
地
は
一
ニ
ツ

峠
の
活
性
化
が
図
ら
れ
れ
ば
、

技
術
習
得
の
た
め
の
道
場
、
資

料
館
等
を
作
る
の
に
必
要
な
土

地
で
あ
る
の
で
買
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
正
規
な
競
技
が
出
来
る
サ

ッ
カ
ー
場
を
用
意
す
れ
ば
、
利

用
価
値
が
出
て
く
る
と
思
う
。

町
長
答
　
可
能
で
あ
れ
ば
し
た

ほ
う
が
い
い
と
は
思
う
が
、
用

地
確
保
等
予
算
が
か
か
る
の
で
、

当
面
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
を
メ
イ

ン
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

ミニサッカー場計画平面図

　
↑
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
止
□
一
承
認
１
｛
４
、
議
案
２
９
，
３
０
一

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
副
議
長
選
挙

◇
常
任
委
員
選
任

◇
議
会
運
営
委
貝
選
任

◇
議
会
広
報
編
集
委
員
選
任

　
本
ム
酉
議
休
憩

◇
各
委
員
会
正
副
委
員
長
互

　
選
〕

本
会
議
再
開

◇
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

　
互
選
の
報
皆

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
査
議
決

　
＾
議
会
広
報
編
集
委
員
会
一

本
△
五
議
閉
△
西

西桂町議会構成一覧表

副言義長前田 巳智男

建設文教常任委員会

委員長永田富幸
副委員長小林隆芳
委　　員　渡辺英一郎

　　　　石原　滋
高尾嘉一

建設、水道、教育関係の調査 ・議案審査

請願陳情審査をする
。

議会広報編集委員会

委員長高尾活弍
副委員長　前田巳智男

委員小山忠男
　　　　牛田　茂

永田富幸

言婁長 石　原　　滋

　　総務常任委員会
委員長牛田　． 茂
副委員長　滝口憲一

委　員高尾活弍　小山忠男
　　　　梅原啓一　前田巳智男

総務、企画振興、住民福祉関係の調査
議案審査 ・請願陳情審査をする

。

議会運営委員会
委員長小山忠男
副委員長　高尾嘉一

委　員梅原啓一
　　　　永田富幸

牛田

－３■



患
い
の
森
公
園
内
設
置

公
衆
ト
イ
レ
５
月
よ
り
倶
固
苗
”
蝸

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
．
当
団
は
婁
で
、
ｏ
カ
倶
亀

　　　　　　　　　　　　　　　左　▲　　’’．
発電機（左側）により稼動する憩いの森の公衆トイレ（右側〕

一般会計補正予算第２号ほか

　　　　　　　全議案を可決

平成９年度

６月定例会連合審査会、議案審査

問
　
農
地
費
に
計
上
の
公
共
用

地
の
買
い
戻
し
費
の
内
容
は
。

答
柿
園
・
長
塚
地
区
の
町
有

地
の
進
入
路
予
定
地
の
地
権
者

と
合
意
が
で
き
た
の
で
、
土
地

開
発
基
金
に
よ
り
先
行
取
得
し

た
。
今
度
の
補
正
に
よ
り
整
備

用
地
を
基
金
か
ら
買
い
戻
し
、

農
道
整
備
を
行
う
。

問
　
こ
の
農
道
の
整
備
内
容
は
。

答
道
路
幅
５
メ
ー
ト
ル
、
延

長
７
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

．
患
い
の
欄
の
ト
イ
レ

　
薔
の
た
め
の
冒
カ
は

問
　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
費

に
計
上
さ
れ
た
憩
い
の
森
の
ト

イ
レ
浄
化
槽
運
転
の
た
め
の
発

電
機
の
リ
ー
ス
代
と
そ
の
燃
料

代
は
、
ど
の
時
期
ま
で
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
　
平
成
１
０
年
３
月
分
ま
で
計

上
し
た
。

問
　
ト
イ
レ
の
電
力
確
保
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
　
近
く
に
流
れ
て
い
る

小
川
を
利
用
し
た
水
力
も
検
討

し
た
い
。
ま
た
電
線
の
地
中
化

も
検
討
に
入
れ
た
い
。

意
見
　
来
年
の
３
月
ま
で
に
あ

ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
て
、
電

力
確
保
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

概
要
説
明
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購

入
の
仮
契
約
を
締
結
し
た
の
で
、

条
例
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
状
の
福
祉
バ
ス
は
、
８
年

が
経
過
、
走
行
距
離
約
７
万
ｈ

で
あ
り
、
ま
た
住
民
の
「
ゆ
っ

た
り
と
し
た
居
住
性
」
等
の
声

に
配
慮
し
、
更
新
す
る
。

問
　
現
状
の
福
祉
バ
ス
を
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
用
も

し
く
は
子
供
の
ク
ラ
ブ
活
．
動
の
・

た
め
の
移
動
用
と
し
て
、
再
利

用
し
た
ら
ど
う
か
竈

答
　
乗
客
の
安
全
確
保
の
た
め
、

技
能
を
持
っ
た
運
転
手
の
手

配
・
バ
ス
の
維
持
管
理
を
考
え

る
と
、
町
で
２
台
保
有
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
送
迎
は
、
今
後
の

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

－４’

問
　
町
民
に
親
し
ま
れ
る
福
祉

バ
ス
と
な
る
よ
う
、
バ
ス
の
外

観
の
デ
ザ
イ
ン
・
名
称
に
工
夫

を
血
え
た
ら
ど
う
か
。

町
長
答
　
職
員
に
ア
イ
デ
ア
を

求
め
て
、
よ
り
良
い
も
の
を
検

討
し
た
い
。



三ツ峠周辺整備事業の進捗状況は（調査）

（結果）サッカー場用地は確保、憩いの森への電力供給は困難か

　憩いの森トイレ完成後速やかに使用

開始がはかられなかったことは 、優先

されるべき電力の確保を後回しにし 、

本体工事に入 ってしまったことなど 、

執行部の事業計画の甘さを指摘せざる

を得ない。本件は県補助事業であり 、

発電機によるトイレの供用開始はやむ
を得ない措竈と言える

ｏ

　しかし電力供給のための用地確保に

向けて 、地権者との交渉は困難をきわ

め、一課事務吏員による努カのみでは 、

解決のめどがつ＜とは考え難いといえ
る。 町長以下全職員をあげて 、県 、電

力会社を含むあらゆる方面への働きか
けを強め 、また方策についても幅広い

検討を加え 、一刻も早い解決をはから

れるよう強く要望する 。

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て
は
、

用
地
確
保
が
完
了
予
定
で
、
９

月
に
は
造
成
工
事
を
発
注
す
る
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

は
地
権
者
と
交
渉
中
で
あ
る
。

桜
植
樹
に
つ
い
て
は
、
歩
け
歩

け
運
動
の
際
２
７
０
本
植
樹
、

ｕ
月
３
０
日
開
催
予
定
の
植
樹
祭

に
再
度
、
桜
の
植
樹
を
行
う
。

桜
並
木
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か

地
権
者
の
同
意
が
取
れ
て
い
な

い
。

　
憩
い
の
森
に
設
置
し
た
公
衆

ト
イ
レ
は
、
電
力
の
確
保
の
た

め
の
３
月
の
交
渉
で
は
、
同
意

を
も
ら
え
な
い
地
権
者
よ
り
電

線
の
地
下
埋
設
も
し
く
は
鉄
塔

で
お
願
い
し
た
い
と
の
条
件
が

出
さ
れ
た
。
５
月
に
入
り
東
京

電
力
と
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

地
下
埋
設
は
町
内
は
可
能
で
あ

る
が
、
山
林
は
環
境
庁
の
基
準

の
電
柱
に
よ
っ
て
電
線
を
確
保

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
別
ル
ー
ト
は
管
理
道
の
確
保

が
さ
れ
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
。

　
６
月
定
例
会
に
補
正
予
算
を

計
上
し
、
発
電
機
に
よ
る
ト
イ

レ
供
用
開
始
を
は
か
り
た
い
。

間
　
土
地
の
確
保
は
、
買
収
ま

た
は
借
り
受
け
等
金
額
に
よ
各

交
渉
に
よ
っ
て
、
解
決
で
き
る

か
。企

画
振
輿
課
答
　
有
償
で
あ
れ

ば
交
渉
の
余
地
は
あ
る
。
た
だ

し
当
町
で
は
一
一
一
ツ
峠
の
町
道
に

つ
い
て
無
償
で
用
地
を
確
保
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
他
の
地

権
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
上
、
有
償

は
し
な
い
。

問
　
三
ツ
峠
線
の
適
路
敷
に
い

く
つ
か
民
有
地
が
あ
ふ
と
恩
う

が
実
態
は
ど
う
か
。

企
画
振
輿
課
答
　
確
か
に
い
く

つ
か
あ
る
。
有
償
に
す
る
と
、憩いの森植樹際

全
体
に
影
響
す
る
。

問
　
憩
い
の
森
の
ト
イ
レ
設
置

は
い
つ
の
事
業
か
。

企
画
振
輿
課
答
　
平
成
８
年
度

事
業
で
県
の
補
助
を
受
け
着
手

し
た
。

間
　
発
電
機
に
よ
る
公
衆
ト
イ

ル
使
用
欄
始
ば
長
期
化
す
る
七

思
わ
れ
、
そ
れ
な
ら
仮
設
ト
木

レ
設
置
の
方
が
安
く
す
む
と
思

う
が
、
比
較
検
討
ば
さ
れ
た
か
。

企
画
振
輿
課
答
　
こ
の
問
題
に

関
し
て
は
、
県
に
確
約
書
を
提

出
し
た
。
確
約
書
に
は
、
発
電

機
に
よ
る
供
用
開
始
を
す
る
と

記
載
さ
れ
て
お
り
、
補
助
が
か

ら
ん
で
い
る
の
で
、
発
電
機
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

委員長就任あいさつ

総務委員長

　牛田　茂’

　　　　去る５月の臨時会により 、総務常任

　　　委員各位のご好意によりまして、はか

　　　らずも委員長の重責を仰せつかりまし
た口 本委員会は申すまでもなく 、町新組織に

よる総務、企画振興、住民福祉の各課、及び

出納室これらをまとめて審査を進め、町の事

業推進に参画するものでございます。近年の

住民の意識も社会の高度化にともなって一層

複雑多様化し、なかなか世論の一致を見るこ

とは容易でない世相となっております。これ

らの世論を背景にして、町の意思決定するに

あたって、十分な調査検討し、その機能を十

分に果たすべく 、その責任は誠に重大である

と存じます。幸いにして先輩同僚議員のご協

力ご支援のもと 、一層の努力をいたしたいと

存じます 。

－５１



酉
桂
一
雰
市
呵
村
合
併
ば
行
政
ザ
‘
ビ
ス
の
低
下
の
恵
れ

　
　
　
　
　
　
　
情
鶉
化
時
代
に
弓
．
嚢
さ
る
の
で
は

６月定例会
ミニサッカー場予定地

　
６
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
活
活
西
桂
の
建
設
の

た
め
、
議
員
並
び
に
町
民
各
位

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

一
磯
縫
に
一
一
て
一

地
方
自
治
法
も
制
定
５
０
周
年

を
迎
え
、
県
を
中
心
に
記
念
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
国
の

み
な
ら
ず
地
方
に
お
い
て
も

様
々
な
課
題
を
抱
え
、
地
方
行

革
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
効
率
的

行
政
を
求
め
る
動
き
が
加
遼
さ

れ
ま
し
た
。
地
方
分
権
も
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
市
町
村
合
併

に
絡
め
て
論
議
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
方
で
は

「
市
町
村
合
併
は
住
民
の
自
発

的
な
意
思
に
よ
る
べ
き
も
の
」

と
か
「
吸
収
さ
れ
た
地
域
が
衰

退
し
、
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
」
な
ど
の
意
見
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
状
の
西
桂
町
に
お
け
る
合

併
に
つ
い
て
は
、
吸
収
さ
れ
る

と
い
っ
た
感
が
否
め
ま
せ
ん
し
、

合
併
に
よ
っ
て
身
近
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で
は
な

い
か
と
危
瞑
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
由
は
、
高
度

情
報
化
の
時
代
に
あ
っ
て
は
幾

分
か
は
回
避
で
き
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
は
、

市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
な

ど
が
見
込
ま
れ
、
変
化
し
て
い

く
合
併
の
諸
条
件
、
行
政
環
境

な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
高
所
に

立
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
桜
並
木
の
植
栽
も
区
有
林

等
の
一
部
を
除
い
て
事
業
発
注

を
い
た
し
ま
し
た
。
憩
い
の
森

憂
欝
つ
い
て
一

　
神
戸
の
小
学
生
殺
害
事
件
は
、

社
会
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
当
町
に
お
い
て
は
５
月

よ
り
毎
月
、
中
学
校
教
諭
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
及
び
青
少
年
育
成
町
民
会

議
の
会
員
が
合
同
で
巡
回
指
導

を
実
施
し
て
、
多
感
な
年
代
で

あ
る
青
少
年
の
健
全
育
成
を
家

庭
並
び
に
地
域
ぐ
る
み
で
推
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＾
一
一
一
ツ
峠
周
辺
整
備
箏
業
》

　
こ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
場
の
設
計
委
託
を

先
般
入
札
発
注
い
た
し
ま
し
た
。

に
設
置
し
た
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
そ
の
送
電
に
つ
い
て
一
部

の
地
権
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ上空から見た西桂町

■６■



建設中の西桂分遣所 建設中の上町公民館

おもな

級荊 長命橋１号線（柿園長塚地区）整備１千４６７万円 を計上

会　計　　名 補　　正　　額 予算総額
一般会計第２号補正　　　　２千０９１万９千円　　１９億Ｏ千２８１万９千円

○長命橋１号線整備　　　　　　　　　１千４６７万１『＝円

　　柿園長塚地区公共用地進入路の整備のため、用地取得費、測量委託、拡幅工事費を計上

○新福祉バス購入費追加　　　　　　　　１５０万Ｏ千円
　　「ゆったりとした屠住性」との要望をふまえ、町民が利用しやすいバスを選定、購入するため

○三ツ峠周辺整備事業費追加　　　　　　　２１０万８千円
　　憩いの森公衆トイレ稼動経費として、来年３月までの発電機リース 代、 燃料代を計上

老人保健法会計第１号補正　　　　　　 ４０１万２子円　　　 ２億６千７５７万３千円

○過年度負担金償還金　　　　　　　　　４０１万２千円
　　平成８隼度医療費支払い実績に基づき 、杜会保険診療報酬支払基金より超過交付された支払基
　　金交付金の返還

６千４４５万９千円

○測量設計登記委託　　　　　　　　　　　３０万Ｏ千円
　　公共用地の未登記解消に伴う 、測量、分筆、登記委託料を計上

下水遣会計第１号補正　　　　　　２６万１千円
○下水道運営審議会関係経費　　　　　　　　２６万１千円
　　条例制定により設置される下水道運営審議会関係予算を計上

２億４千０３１万５千円

皆長町建負
様　 ’発設業　５　《
と上注に者月上
施町の着の３０町
工公事手決日 　公
細民業し定に民
部館とてを入廣護讐盲早聖塞
し委ぺます行設
霜易区 一纂》

い協所あがろの書　　　　　　　　　　　　　《り議道ら完で双を供まの路た全ご方町用県克皇馨宅纂貫墓券露　塞誓
　事指　’備ま備都に　線士
　蓼変欝荒文と軍髪　；富

　進中土た関い木ない ．

　め心木の係る事関て
　てに事ち図と務係》　ま 、務 、書こ所図

てもをに見はいず
お検利つ極 ’る

’

り討用いめ地状現
まをすてつ権況在
す要る ’つ者で発
。すな水 ’とあ電
　るどカトのり機
　ものにイ交まを
　の別よレ渉す利
　となるの状 。用
　考方発稼況今し
　え法電動を後て

活嘱は開会
動さ区設福去
をせ長い祉る
期てをた協５
待い通し議月
したじま会２６
てだてし内日
おき選なに ’

毒篶酵轟
　　。委員を杜

《　結
設婚
置相
に談
つ所
いの
て

》

い選美「会買ま定過質かい福《
箏１１１萎
　つの　　 目　た老　も認さもし朽の
　り識り踏・た化購
　ででと季くに入
　ご車て兄 ’伴》
　ざ種華て議い
　　　　　　 一７一’

に平中　　　　　　《事成で現奪晃重驚塞妻

さ月す設分湖
れで 。建　遣消
寿貢筆肇塞寒

青甥養豆讐

い談
と　し

考な
えが
て　ら

お進
りめ
まて
すま
。い
　り
　た



憤事
一
ぺ
月

咀
一

早
．■

総務藷任委＝民会

県事業柄杓流川公園整備計画とは（調査）

９・ １０年度の事業化決定、下流のオートキャンプ場は１１年度を予定（結果）

　冬場の利用客を増やし三ツ峠グリーンセンターの

活性化を念頭に入れ 、特色を持 った公園づくりとし
て、 魚のつかみどり 、オートキャンプ場等いろいろ

研究して 、人の集まるよい公園を作るよう要望する 。

　また良い施設を作っても進入路がなかっ たら 、施

設の良さが半減してしまうので、アクセス道路は施

設と関連して考え 、早期に着工するように要望する 。

企
画
振
興
課
概
要
説
明

９
・
１
０
年
度
の
２
ヵ
年
に
渡
る

県
事
業
、
仮
称
柄
杓
流
川
公
園

に
つ
い
て
は
、
初
年
度
５
千
万

川
で
早
け
れ
ば
平
成
９
年
８
月

過
ぎ
に
事
業
執
行
す
る
。
護
岸

改
修
工
事
、
遊
具
施
設
、
駐
車

場
、
東
屋
、
水
洗
ト
イ
レ
ー
基
、

遊
歩
道
な
ど
の
施
設
も
整
傭
す

る
。
箏
業
全
体
で
ー
億
５
千
万

円
を
越
え
る
見
込
み
。

　
ま
た
一
一
一
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
建
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
ｕ
年
度
県
事
業

と
し
て
、
仮
称
柄
杓
流
川
公
園

下
流
部
分
の
護
岸
改
修
及
び
造

成
工
事
の
経
費
に
つ
い
て
県
に

お
願
い
し
た
。

問
　
山
祇
神
社
か
ら
上
方
に
７

メ
ー
ト
ル
幅
の
道
が
で
き
れ
ば

良
い
が
。

町
長
答
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
土
地
を
購
人
し
た
時
点
で
広

げ
て
い
き
た
い
。

問
　
よ
く
調
査
し
て
、
お
客
の

入
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

企
画
振
輿
課
答
　
視
察
し
て
、

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。
三
ツ
峠
と
一
ニ
ツ
峠
周
辺
の

施
設
を
有
効
利
用
す
る
山
－
で
、

集
客
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

問
冬
場
の
需
要
を
増
や
す
こ

と
も
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

町
長
答
　
そ
の
た
め
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
場
で
冬
場
の
人
集
め
に
利

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
場
は
人
丁
芝
で
冬

場
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

問
　
施
設
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

早
期
着
工
を
お
願
い
す
る
。

町
長
答
　
予
定
で
は
１
３
メ
ー
ト

ル
の
バ
ス
道
路
を
入
れ
る
計
画

で
あ
る
。
町
に
金
が
な
い
の
で
、

補
助
に
よ
り
実
施
し
た
い
。

柄杓流川公園計画平面図
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調
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総務＝常優委魔’

西桂町計画の進捗状況は●国土利用計画（調査）

（結果）民意の反映のため、条例による審議会の設置を

町計画については 、国土利用法

の４に市町村計画の策定にあた

、公聴会を開催するなど 、住民

を尊璽することか要求されてい

画振輿課では 、まちづくりアン

調査で十分民意が反映されてい

明された。たしかに行政側によ

の把握は図られたが、住民には

ンケートが土地利用計画につな

のかは知らされておらず 、民意
カ昔十分であるとは言えない 。

でも議決されている市町村は少

６月議会に上程して結論を出す

は乏しいと考える 。十分に民意

させるため 、条例による国土利

審議会を設置するなどの処置を

う要望する 。

桂
条
は
志
企
ト
説
意
ア
も
映
隣
、
性
映
画
よ

西
８
て
意
。
一
と
民
の
る
反
近
く
然
反
計
る

　
第
つ
の
る
ケ
る
る
こ
が
の
　
な
必
を
用
取

企
画
振
輿
課
説
明
　
国
土
利
用

計
画
法
第
８
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
西
桂
町
の
安
定
し
た
土
地

利
用
を
図
る
た
め
、
基
本
的
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
２
条
第
５
項
の
規
定

に
よ
っ
て
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
今

事
務
調
査
で
議
会
の
同
意
が
得

ら
れ
る
な
ら
ば
、
６
月
定
例
会

に
上
程
し
た
い
。

問
　
昭
和
６
０
年
で
道
路
面
積
３
６
肋

が
平
成
７
年
で
は
１
７
脆
と
減
っ

て
い
る
が
、
道
路
は
年
々
整
備

さ
れ
て
お
り
、
数
字
が
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
振
輿
課
答
　
平
成
７
年
度

の
数
値
は
地
籍
調
査
後
の
も
の

で
あ
る
。
調
査
の
際
西
桂
の
総

面
積
も
変
更
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
６
０
年
当
時
は
道
路
台

帳
の
整
備
が
十
分
で
な
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に
し

て
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
計
画
は
決
定
後
住

民
に
お
知
ら
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
作
成
途
中
で
か
か
わ
っ
て

も
ら
う
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

企
画
振
輿
課
答
　
町
広
報
に
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
載
せ
る
。

意
見
　
道
路
問
題
は
企
画
振
興

課
と
建
設
課
で
所
管
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
。
道
路
整
備
計
画
に

つ
い
て
は
企
画
振
興
課
に
窓
口

を
一
本
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
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委員長就任にあたって

議会運営委員長

　小山忠男

　　　　平成９年５月８日開催の臨時会にお

　　　いて、議会運営委員各位のご推挙によ

　　　りまして、委員長の重責に就くことに

なりました。微力ではございますが、これま

での経験を生かし、円満な議会運営と活発な

議案審議が図られるよう 、積極的に取り組ん

でいく所存であります 。

　議会運営委員会はその名のとおり 、議長が

提案される 、会期中の本会議 ・常任委員会の

審議日程案の作成を行います。また議会運営

上の問題等、議長の諮聞に対して、解決案を

示す役割もあります 。

　民主的な議会運営のため、本委員会の役割

は重大であります。町民皆様方のご期待に応

えられますよう 、努力していく所存でありま

すので、ご支援をお願いいたします 。

　
　
請
願
・
陳
情
は

　
採
択
と
な
り
ま
し
た

▼
学
校
事
務
職
員
及
ぴ
学
校
栄
養
職

員
等
、
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
対
象
職
員
の
範
囲
を
堅
持
し
、
教

育
の
機
会
均
等
水
準
維
持
向
上
の
た

め
の
請
願

▼
郵
政
事
業
分
割
・
民
営
化
に
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
の
お
願
い

一
虚
擁
鐵
川
詳

一
補
償
制
度
を
検
討
す
る
審
議
会
の
設

一
置
」
に
関
す
る
意
見
書
採
択

　
▼
永
住
韓
国
人
の
地
方
参
政
権
確
立

一
の
た
め
の
立
法
化
を
求
め
る
陳
情

一
　
▼
「
国
有
林
の
民
営
化
に
反
対
し
、

　
国
有
林
の
再
生
を
求
め
る
意
見
書
」

　
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
▼
「
定
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
」

　
問
題
に
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
を
求

一
め
る
要
望

郵政事業の分割 ・民営化に反対する意見書（要旨〕

　現在、郵政事業は、郵便、貯金、保険の３事業を公

共サービスとして全国に公平に提供し、国民生活の安

定向上と福祉の増進に大きく寄与しております
。

　なかでも 、郵便貯金は、簡易保険とともに財政投融

資の主要な原資として、社会資本整備や国際協力にも

活用され、民営化という事態になれば、地方資本の整

備はますます遅れをきたすことにもなりかねません 。

また郵便事業においては、採算性を重視した民問へ移

される事になると 、全国統一料金制度を維持すること

はきわめて困難となります
。

　よっ て、 これら郵政事業の果たす公共的 ・社会的役

割の重要性に鑑み、現行の経営形態を堅持し、分割 ・

民営化を絶対行わないよう強く要望いたします
。

　以上、地方白治法第９９条第２項の規定により意見

書を提出します
。

　平成９年６月２４日

　　　　　　　　　　　　　　　西桂町議会議長

提出先：内閣総理大臣、郵政大臣

　　　　大蔵大臣、　　総務庁長官

の
副
担
要

学校事務鵬員 ・学校栄養職員給与を国庫負

　対象外とする拮置反対に関する意見書１

　国は義務教育諸学校に勤務する学校事務職員 ・学校

栄養職貞の給与費を各県が全額負担すべきという義務

教育費国庫負担制度の見直しを検討しようとしている

ことが伝えられています
。

　学校運営を支えている学校事務職員 ・学校栄養職員

を国庫負担の対象外とする負担転嫁は、義務教育制度

の根幹にふれるものであります。さらに、その方向は
、

地方と国との間の相互信頼関係を根底から覆す重大な

方向でもあります
。

　よって、教育の機会均等が引き続き確保され、義務

教育費国庫負担制度の現行水準を維持 ・発展するよう

学校事務職貝及び学校栄養職貝を国庫負担の対象外と

する措置に対し、断固反対するものであります
。

　以上、地方自治法第９９条第２項の規定により意見

書を提出します
。

　平成９年６月２４日

　　　　　　　　　　　　　　　西桂町議会議長

提出先：文部大臣、大蔵大臣、自治大臣

二
審
竃
案
件
＝

覇
告
一
－
件

承
認
５
　
平
成
８
年
度
西
桂
町
一
般

　
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
音
の

　
報
告

○
役
場
Ｏ
Ａ
化
事
業
、
年
度
繰
越
に

　
伴
う
計
算
書
の
報
告

案
例
］
４
件

邊
案
３
１
　
西
桂
町
職
貝
の
勤
務
時

　
間
・
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
国
の
規
則
改
正
に
伴
い
、
■
女
子
職

　
員
等
の
安
全
福
祉
の
迦
用
の
改
正

謝
集
３
２
　
西
桂
町
国
土
利
用
計
画
審

　
議
会
条
例
の
制
定

謝
簑
３
３
　
西
桂
町
国
民
健
康
保
険
税

　
条
例
の
一
部
改
正

○
均
等
割
を
ー
万
６
千
円
に
、
平
等

　
割
を
２
万
２
千
円
に
引
き
上
げ

謝
案
訓
　
西
桂
町
公
共
下
水
道
運
営

　
審
議
会
条
例
の
制
定

○
下
水
道
使
用
料
等
、
町
長
の
諮
間

　
に
対
し
て
審
議
す
る
機
関
の
設
漬

［
謝
決
案
件
］
１
件

訟
案
珊
　
物
品
供
箱
契
約
の
締
結

［
補
正
予
算
］
４
件

謝
藁
３
５
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
２
号
議
定

訟
黛
３
６
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
老
人

　
保
健
法
特
別
会
計
補
正
予
算
－
号

　
識
定

融
案
３
７
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
簡

　
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
－
号

　
議
定

醐
案
珊
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
下
水

．
道
特
別
会
計
補
正
予
算
－
号
識
定

［
醐
員
発
邊
］
２
件

発
醐
４
　
郵
政
事
業
の
分
割
一
民
営

　
化
に
反
対
す
る
意
見
杳
の
提
出

発
訟
５
　
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄

　
養
職
員
給
与
を
国
庫
負
担
の
対
象

　
外
と
す
る
措
置
反
対
に
閲
す
る
意

　
見
客
の
提
出
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県事業柿の木公園建設の進捗状況は（調査）

９年度は公園内施設の整備、早急に河川管理道を通学路へ（結呆）

　公園工事は今後２年ほど継続し 、工事車両状況を

見ていたのでは通学路確保は先の話となる。町は関

係各課が協力し安全対策を講じ 、通学路の変更が容

易となるよう環境整備に取り組み、教育委員会は通

学路変更に積極的な対応を期待する 。

　また公園本体の完成時には、つり橋の建設も完了

するよう努カされるとともに、公園及びつり橋の建

設では、景観 ・環境に配慮するよう希望する
。

建
設
課
説
明
　
平
成
９
年
度
の

工
事
内
容
は
、
公
園
内
の
造
成
、

歩
道
の
舗
装
、
水
路
と
池
の
設

置
、
植
栽
の
一
部
、
東
屋
の
設

置
で
、
事
業
費
５
千
万
円
予
算

化
さ
れ
て
い
る
。

問
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
２
面

に
変
更
と
の
寿
ク
ラ
ブ
要
望
は

受
け
入
れ
可
能
か
。

町
長
答
　
－
面
は
土
で
そ
の
横

に
芝
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
作

っ
て
、
管
理
を
寿
ク
ラ
プ
に
お

願
い
し
た
い
。

問
　
鯉
の
ぼ
り
を
公
園
が
出
来

上
が
っ
た
時
点
で
、
実
施
す
る

構
想
を
た
て
た
ら
ど
う
か
。

町
長
答
　
富
士
山
に
向
か
っ
て

鯉
の
ぼ
り
、
つ
り
橋
が
出
来
た

時
点
で
考
え
て
み
た
い
。

問
　
粗
造
成
が
終
了
す
れ
ば
通

学
路
に
で
き
る
か
。

建
設
課
答
　
工
事
中
は
歩
道
を

確
保
す
る
と
し
て
も
重
機
が
あ

っ
て
危
な
い
が
、
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
が
通
学
路
と
い
う
形
で

認
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
安
全
対
策
を
講
じ
た
い
。

平
成
９
年
度
の
事
業
の
中
で
歩

道
の
舗
装
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

が
終
了
す
れ
ば
防
護
柵
を
施
し

て
通
行
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

教
育
長
答
　
歩
道
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
今
年
７
月
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
現
場
を
視
察
し
た
い
。

予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
れ
ば
通

学
路
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
時

点
で
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
現
在
ま
で
の
つ
り
橋
に
必

要
な
用
地
確
保
の
た
め
の
地
権

者
と
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
願
い
た
い
。

建
設
課
答
　
本
年
２
月
の
交
渉

で
一
部
買
収
に
同
意
し
て
い
る
。

買
収
で
な
く
代
替
え
地
を
希
望

し
て
い
る
地
権
者
も
い
る
。
全

体
的
に
は
好
意
的
な
感
触
を
受

け
て
い
る
の
で
、
今
年
度
中
に

は
め
ど
を
つ
け
た
い
。
来
年
度

に
、
つ
り
橋
建
設
に
係
わ
る
予

算
を
一
部
計
上
し
た
い
。

委員長就任にあた って

建設文教委員長

　永囲富幸

　　　　去る５月の臨時議会において委貝

　　　各位のご推挙により 、建設文教委員

　　　長に就任することになりました。委

員各位のご指導とご協力を頂き対処したい

と考えています。ご承知のとおり下水遭工
事、 公園、新設されるミニサ ッカー 場、 オ

ートキャンプ場、桜の里づくり事業、体育

振興、社会福祉、教育文化等々に町当局が

独自性を発揮し、積極的な推進が図られる

よう 、その中で建設文教委員会に託された

重要案件は山積していますが、地域の方々

のご意見を入れ、その進捗状況を見守る所

存であります。地方分権が叫ばれその受け

皿としての市町村には、多くの課題が蹄の

音高く迫っています。町民各位のご理解ご

協力をお願い申し上げます 。

１
０
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

１
７
日
本
会
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
査
報
告
＾
総
務
委
員
会
、
建

　
　
　
設
文
教
委
員
会
一

　
◇
町
長
議
案
・
町
長
一
括
上
程

　
　
＾
承
認
５
、
議
案
３
ユ
、
３
９
）

　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
本
会
議
散
会

　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

　
　
一
含
む
請
願
－
一

　
総
務
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

　
建
設
文
教
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

２
４
日
木
会
議
再
開

　
◇
会
期
中
の
委
貝
会
事
務
調

　
　
査
報
告
＾
総
務
委
員
会
、
建

　
　
設
文
教
委
員
会
〕

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
承
認
５
、
議
案
３
１
，

　
　
　
　
３
３
，
３
５
，
３
６
，
３
９
〕

　
　
一
括
質
疑
－
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
議
案
３
４
，
３
７
，
３
８
）

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
議
員
発
議
上
程

　
　
秦
議
４
，
５
一

　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
査
議
決
＾
総
務
委
員
会
、
建

　
　
　
設
文
教
委
員
会
、
議
会
運

　
　
　
営
委
員
会
、
譲
会
広
報
編

　
　
　
集
委
員
会
一

　
本
会
議
閉
会
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（総務委員会調査）宮島町のごみ ・粗大ごみ ・不燃物処理施設は

（結果）島内で全て単独で処理、煙 ・有害物質の出ない焼却機械を使用

宮島町水質管理センターにて

宮島町のごみ収集形態及び収集回数

集収日収集回数種

月・ 水・ 金３回／週可燃ごみ

毎月第２週火 ・木２回／月不燃ごみ

毎月第４週火 ・木２回／月粗大ごみ

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

概
要
説
明
　
宮
鳥
町
に
は
ゴ
ミ

処
理
施
設
と
不
燃
ゴ
ミ
と
粗
大

ゴ
ミ
、
小
動
物
の
処
理
施
設
が

あ
り
、
別
に
埋
め
立
て
処
分
場

が
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
施
設
は
昭

和
３
５
年
に
建
設
し
、
そ
の
後
平

成
元
隼
に
日
１
４
ト
ン
の
処
理
施

設
を
造
っ
て
い
る
。

　
可
燃
ゴ
ミ
は
年
間
２
千
１
Ｏ

○
ト
ン
出
て
お
り
、
６
５
％
が
事

業
所
、
３
５
％
が
一
般
家
庭
ゴ
ミ

で
あ
る
。
通
常
６
ト
ン
か
ら
８

ト
ン
程
度
で
処
理
す
る
ぺ
－
ス

で
あ
り
季
節
に
よ
り
相
当
に
量

の
変
動
が
あ
る
。
秋
に
な
る
と

ー
日
ｍ
ト
ン
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
不
燃
ゴ
ミ
は
、
非
常
に
少

な
く
年
間
２
０
０
ト
ン
で
あ

り
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶

に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

お
り
、
ガ
ラ
ス
・
陶
器
は
砕
い

て
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
る
。

　
収
集
形
態
に
つ
い
て
は
、
委

託
で
収
集
し
て
お
り
、
粗
大
ゴ

ミ
と
不
燃
ゴ
ミ
・
小
動
物
の
処

理
は
職
員
で
行
な
っ
て
い
る
。

　
公
共
下
水
は
昭
和
４
９
年
ｕ
月

に
、
町
単
独
で
事
業
を
進
め
、

昭
和
６
２
年
の
９
月
全
域
面
整
備

さ
れ
、
現
在
接
続
率
９
８
％
で
あ

る
。
こ
の
施
設
は
８
千
人
の
処

理
人
口
を
有
し
、
そ
の
内
、
定

住
人
口
を
４
千
人
、
観
光
客
４

千
人
と
換
算
し
た
。
処
理
方
法

は
分
流
式
の
方
法
、
処
理
方
式

は
活
性
汚
泥
法
で
あ
る
。

　
公
共
下
水
道
を
始
め
た
理
由

は
、
昭
和
４
０
年
代
に
も
み
じ
饅

頭
の
あ
ん
こ
の
汁
等
の
汚
水
が

流
れ
、
海
岸
が
茶
色
く
な
り
観

光
地
と
し
て
の
■
イ
メ
ー
ジ
が
悪

い
た
め
急
き
ょ
公
共
下
水
に
取

り
組
ん
だ
。

問
町
並
が
き
れ
い
だ
が
、
特

別
な
条
例
が
あ
る
の
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
答
　
特
別

な
条
例
は
設
置
し
て
な
い
が
、

美
し
く
す
る
会
の
方
々
が
有
料

に
よ
る
メ
イ
ン
通
り
の
清
掃
を

し
て
い
る
。

問
　
ご
み
収
集
は
業
者
に
委
託

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
週
に

ど
れ
く
ら
い
回
収
す
る
の
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
答
　
可
燃

ご
み
は
毎
週
月
・
水
・
金
で
、

不
燃
ご
み
は
週
－
回
で
あ
る
。

た
だ
し
週
に
よ
り
不
燃
ご
み
の

晶
目
が
変
わ
る
。

問
　
西
桂
町
と
比
較
し
て
人
口

町
　
田

」
　
血

一．
凡
例

午
剛胴日■

次
　
　
　
原
一

一
一
一
　
　
三

タ　広島県
三段娘
　ｏ　ｊ１采温泉

　　ｏ　　　■長門

○広山口県冊：小郡下

官口岩国

苧甲ｒ、
．
．
司
．

　
【

小倉

　
　
　
韻

　
　
　
島

　
　
　
新

．
治

松山

幻
．

内
．
．
・
．

炉
．

別府

　　・’ １’　１
広島県宮鳥町の位置は宮島町ごみ処理施設平面図

一１２一



　　＝　１１　１１
１
１＝

（建設文教委員会調査）宮島町の公共下水道処理施設は

（結果）ほぼ１Ｏ　Ｏ％の加入の達成、建設工事には時間と経費がかかった

宮鳥町下水道使用料金表（平成９年度〕

６８０円
基本料金

１０ｍヨ まで

１１～　２５ｍｊ ６８円 、　２６～　５０ｍヨ 　７９円

５１～２００ｍヨ ９１円、２０１～５００ｍヨ ！１３円

５０１ｍヨ以上ユ３５円

超過料金

１ｍヨ につき

長

が
半
分
で
あ
る
が
、
一
方
予
算

が
２
倍
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
答
　
予
算

に
競
艇
収
益
が
多
く
繰
り
入
れ

て
お
り
、
競
艇
場
は
宮
島
町
と

大
野
町
、
大
竹
市
で
共
同
運
営

し
て
い
る
。
平
成
９
年
度
の
町

税
は
３
億
７
千
万
円
弱
、
４
億

－
千
万
円
が
競
艇
か
ら
の
見
込

み
で
あ
る
。
４
年
前
ま
で
予
算

が
５
９
億
あ
っ
た
が
、
約
半
分
に

な
っ
て
お
り
、
競
艇
の
配
分
金

も
落
ち
込
ん
で
い
る
。

は
む
ｏ
が
出
な
い

問
　
平
成
元
年
に
建
設
し
た
ご

み
焼
却
炉
に
つ
い
て
現
状
の
性

能
は
ど
う
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
答
　
ご
み

焼
却
炉
は
煙
突
が
見
え
な
く
、

煙
も
出
な
い
。
か
く
は
ん
し
な

い
の
で
、
燃
え
殻
が
残
り
や
す

い
た
め
完
全
に
焼
却
す
る
に
は

時
間
が
か
か
る
。
性
能
的
に
は

有
害
物
質
は
出
が
少
な
く
、
処

理
機
械
に
よ
り
取
り
除
い
て
い

る
。問

　
西
桂
町
も
国
道
－
本
で
下

水
の
工
事
が
始
ま
る
と
渋
滞
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
貴
町
の
道

路
も
非
常
に
狭
く
感
じ
た
が
、

下
水
道
工
事
を
進
め
る
上
で
渋

滞
を
防
止
す
る
の
に
、
ど
の
よ

う
な
工
法
を
取
ら
れ
た
か
。

下
著
渋
汕
蟹
程
は

迂
回
路
竈
倶
と
宿
閻
エ
ロ

環
境
管
理
セ
ン
タ
ｉ
答
　
下
水

工
事
は
主
に
夜
間
工
事
を
実
施

し
、
迂
回
路
が
あ
れ
ば
迂
回
路

を
確
保
を
図
り
工
事
を
進
め

た
。
ま
た
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
避

け
る
な
ど
迂
回
路
が
無
い
場
所

は
、
夜
間
掘
削
し
て
は
朝
埋
め

戻
す
な
ど
、
非
常
に
時
間
と
経

費
が
か
か
っ
た
。

間
　
厳
島
神
社
周
辺
で
は
電
柱

が
な
く
、
電
柱
の
地
中
化
に
つ

い
て
の
建
設
費
用
は
ど
う
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
答
　
町
で

電
気
会
社
と
電
話
会
社
へ
負
担

金
を
出
し
進
め
て
き
た
。
現
在

予
算
の
関
係
で
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
が
、
当
初
の
目
的
で
あ
る

「
神
社
を
中
心
に
そ
の
周
辺
を

き
れ
い
に
」
の
目
的
は
達
成
で

き
た
と
思
う
。

　　 ｒｌ＝＝■ｌｉ！榊 ｉ朋刊■＝ 蜆１１，１咄，軋Ｗ嗣唖珊■，一
宮鳥町水質管理センター 平面図最終沈殿池を見学（開放型施設〕

一１３一




